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資料３

火災調査の業務効率化に向けた検討部会（第１回）



火災調査業務支援端末

大阪市消防局



現在２つのアプリを開発中

1. 火災調査お助けアプリ
従来から存在する、火災調査の手引書である「火災調査ノート」をアプ
リ化したもの

（アンドロイド版が完成）

2. 火災実況見分支援端末
デジタルカメラに変わるツールとして、タブレット端末のカメラと音声
認識機能を利用して、実況見分をと同時に実況見分調書の作成を目指す
もの。

（iPhone、iPad版の試作機が完成）



火災調査お助けアプリの紹介



現在ある火災調査ノートの使用例

バインダーの左に挟み使用する

内容は優れているものの
資料が膨大すぎて、利便性が悪く、
実況見分現場で実際に使用される
機会が少ない。



火災調査ノートの内容情報量が膨大で
持ち運びに不便



アプリ化することで
持ち運びが便利に

膨大な情報も
素早く表示

さらに
キーワード検索機能
を追加



火災調査お助けアプリ試作機

タップ



実況見分時の注意点が表示

メモが完了すれば、
チェック☑



出火原因についてのアドバイスがほしい！

タップ



関連する項目を選択

タップ



さらに 関連する項目を選択

タップ



注意すべき事項が表示

タップ



火災実況見分支援端末の紹介



火災調査実況見分支援端末のホーム画面

タップ



実況見分調書の様式が表示される

タップ



カメラ機能が立ち上がる → 撮影する

タップ



撮影した写真が適切な大きさで所定の位置に
張り付けられる

メモを入力したい場所を、
タップ

写真が張り付けら
れる



キボード画面が表示され、マイクを選択

タップ



音声入力機能を利用してメモを入力

音声入力



実況見分調書が完成



聞込み状況書の例

調書の入力した
いところをタッ
プし、
音声入力



聞込み状況書の試作②

聴取事項を表示して
おき、メモに、一気
に音声入力した方が
使いやすいのではな
いか？
検証中



震災状況調査表の例

タップ



写真と損害状況を記録する

多くのデータを整理
できる

これどこの写真やっ
たかな？
といった不安が解消

帰署後コピー・ペー
ストで損害状況一覧
表を効率的に作成



震災時の火災調査に期待

震災時の火災調査の課題

１ 大量のり災証明書を迅速に発給する必要がある

震災時に発給したり災証明書
• 阪神淡路大震災 55万件
• 熊本地震 20万件
• 東日本大震災 90万件

２ 被害が広範囲に及ぶため、写真とメモの整理が困難

火災調査業務支援端末により期待できる効果

１ 損害状況の数字と写真を同時に記録、整理が可能

２ データ処理の効率化により、迅速な損害状況集約と、り災証明書の発給が可能

さらに、全国的に様式を統一できれば、全国規模で損害状況の把握が可能になる



VRを火災調査へ
導入した取り組み
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ＶＲ（バーチャルリアリティ）を火災調査へ導入した取り組み
岡山市消防局

１．取り組みの経緯

経験豊富な職員が教養を実施しても、実践場所がない。

●火災件数の減少＝火災調査経験の減少

●管轄の広域化に伴い、署所によって火災件数に偏りが発生

より多くの職員に、火災調査現場をＶＲで経験させ
見分方法を習得させたい。

VR（バーチャルリアリティ）を利用して、火災調査現場を疑似体験する
ことにより『経験』を補うことができるか検証する。

２．VR資機材について

写真左 VRゴーグル（OcuIus Go)

写真右 360度カメラ（Insta 360) 
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ＶＲ（バーチャルリアリティ）を火災調査へ導入した取り組み
岡山市消防局

３．動画内容及び視聴風景（抜粋）

４．検証方法

被験対象者（どちらも複数名）

① 被験者 A群（ＶＲ教養）

② 被験者 B群（座学教養）

知識確認

A,B群
同内容
ＶＲ動画
を視聴

Ａ群

ＶＲ教養

Ｂ群

座学教養

今後
検証実施
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